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兵庫県立神戸高等技術専門学院 

    

◆訓練の概要（初心者向） 

訓練目標 

（仕上がり像） 

介護事業所において上司の指示を受けながら訪問介護及び施設介護の基本作業ができる。 

兵庫県知事指定の介護職員初任者研修・同行援護従業者養成研修一般課程・難病等ホームヘルパー基礎課程Ⅰ講座の研修

修了者には修了証を発行する。介護技術については、座学での知識習得を基に実践に即した確実な技術を習得するととも

に、同行援護、感染症対策、アンガーマネジメント講習を学び、福祉の現場のあらゆる場面での対応力を身につける。 

取得資格等 

修了時に取得可能な資格 

① 介護職員初任者研修               ②  同行援護従業者養成研修（一般課程）        

③ 難病患者等ホームヘルパー養成研修（基礎課程Ⅰ）  

 

※職業訓練の目的は、訓練修了後の早期就職を目指すものです。 

◆募集日程及び訓練期間等 

・募集定員 ２５名 （最少開講人数 １０名） 

・募集期間 令和６年５月２４日（金） ～ 令和６年６月２７日（木）まで延長します 

・選考日 令和６年７月 ４日（木）   ９：３０ （時間厳守） 

・合否通知発送 令和６年７月 ９日（火） （予定） 

・訓練期間 令和６年７月１８日（木） ～ 令和６年１０月１７日(木) （３か月） 

原則、土・日・祝を除き、週５日間 ９：４０～１６：１０ 

◆コース説明会  

・日 時  ①令和６年５月２９日（水）１５：４０～   ②令和６年６月１２日（水）１４：４０～  

・場 所  下記座学訓練場所 （訓練コースの説明や施設見学の希望者は、事前にご連絡ください。） 

・連絡先   福祉のキャリアカレッジ神戸三宮校  TEL 078-940-1140    （担当：ダイドウ/ツシ） 

 

◆申込先等  原則として居住地を管轄する公共職業安定所で面談のうえ「入校願書」に必要事項を記入し、写真を貼付して申し

込んでください（写真は、タテ４cm、ヨコ３cm１枚）。受験票などの送付はいたしません。 

 

◆入校選考  ・下記座学訓練場所（裏面地図参照）で筆記試験、面接により選考を行います。 

・筆記用具（ボールペン、シャープペンシル等）を持参してください。消せるボールペンは不可。 

・当日、体調が良くない場合は、事前にご連絡をいただいた上、受験をご遠慮いただく場合があります。 

◆座学訓練場所 

学 校 名 ：  福祉のキャリアカレッジ神戸三宮校 TEL： 078-940-1140 

訓練場所 ： 〒651-0096 神戸市中央区雲井通1丁目1-1 ツイン雲井FLEX21 203号    

最寄駅   JR三ノ宮駅から徒歩約8分（800m） 

◆必要経費（税込） 

   ・教科書代 ： ８，０００円  ・職業訓練生総合保険料 ： ３，１００円  ・企業実習前検便検査代 ： ５００円 

   ・法定講習欠席に係わる補講料 ： （学科） ２，０００円/1h（税込） 、（実技）２，０００円/1h（税込）、（学科）レポート補講/無料 

 

◆問合せ先  原則として居住地の公共職業安定所、または下記の学院にお問い合わせください。 

※訓練内容に関することは上記座学訓練場所に直接お問い合わせください。 

兵庫県立神戸高等技術専門学院 

〒６５１－２１０２ 神戸市西区学園東町５丁目２番 TEL：０７８－８９４－３７３０ 担当 有本 
[整理番号24] 

 



◆訓練の内容 

科    目 科 目 の 内 容 訓練時間 

学 
 
 

科 

入校、修了オリエンテーション 

職務の理解 

介護における尊厳の保持・自立支援 

介護の基本 

 

介護・福祉サービスの理解と医療との連携 

介護におけるコミュニケーション技術 

老化の理解 

認知症の理解 

 

障がいの理解 

 

こころとからだのしくみ 

 

学科総まとめ 

 

振り返り 

修了評価 

アンガーマネジメントの基礎知識 

就職支援 

就職相談 

福祉現場における感染症対策の知識 

 

難病患者等の知識 

 

同行援護の知識 

 

 

職業人講話 

安全衛生 

働くことのルール 

入校、修了ガイダンス 

多様なサービスの理解、介護職の仕事内容や働く現場の理解 

人権の尊厳を支える介護、自立に向けた介護 

介護職の役割、専門性と多職種との連携、介護職の職業倫理、介護における安全の確保とリスク

マネジメント、介護職の安全 

介護保険制度、障害者自立支援制度及びその他制度、医療との連携とリハビリテーション 

介護におけるコミュニケーション、及びチームコミュニケーション 

老化に伴うこころとからだの変化と日常、高齢者と健康 

認知症を取り巻く状況、医学的側面から見た認知症の基礎と健康管理、認知症に伴うこころとから

だの変化と日常生活、家族への支援 

障がいの基礎的理解、障がいの医学的側面、生活障がい、心理・行動の特徴、かかわり支援の

基礎的知識、家族の心理、かかわり支援の理解 

介護の基本的な考え方、介護に関するこころのしくみの基礎的理解、介護に関するからだのしく

みの基礎的理解 

初任者研修における学科（こころとからだのしくみを除く）の振り返りと総まとめ、知識習得の確認

テスト 

振り返り、就業への備えと研修終了後における継続的な研修 

筆記試験（介護職員初任者研修事業実施要綱に基づく全科目） 

怒りの基礎知識、怒りの性質、コントロール、マネジメント 

ジョブ・カード作成支援、履歴書の書き方、面接の受け方について 

希望する施設や事業所の働き方、業務内容について 

福祉現場における感染症と感染対策、感染予防措置、感染症、食中毒の知識、福祉現場における

感染予防の取り組み、新型コロナウィルスに対する知識 

難病の基礎知識、難病患者の保険医療制度、難病患者の心理及び家族の理解・難病患者の介護

の実際、難病に関する介護事例検討 

障がい者(児)福祉制度とサービス、同行援護の制度と従業者の業務、障がい・疾病の理解、障が

い者の心理、情報支援と情報提供、障がい者の人権、代筆・代読の基本知識、同行援護の基礎知

識 

企業が求める人材について、働き方について 

介護職における安全作業、健康管理、救急処理 

『働く人、雇う人のためのハンドブック』を活用して、働くことの基本ルールについて 
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３ｈ 
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実 
 

技 

生活支援技術 

 

介護過程と総合演習 

同行援護の演習 

生活と家事、快適な居住環境整備と介護、こころとからだのしくみと自立に向けた介護（整容、移

動・移乗、食事、入浴、清潔保持、排泄、睡眠）、終末期介護 

介護過程の基礎的理解、総合生活支援技術演習 

同行援護基本技能・応用技能 

６６ｈ 

 

１５ｈ 

１０ｈ 

職
場
実
習

（
実
技
） 

企業実習（介護実習） 

安全衛生の必要性、職場実習で行う作業の安全衛生の実践、施設の環境及び設備の保全、利用

者に自ら話しかけ、コミュニケーションを図る、排泄・排尿の介護助手、食事の介護助手、移動・移

乗に関連するからだのしくみに基づいての介助、身体介助 

３６ｈ 

訓練時間   総合計３０９時間（学科 １８２時間、実技 ９１時間、職場実習 ３６時間） 

別途：入校式・修了式等 ２時間   訓練日数 総合計 ５５日 

就職先と主な業種・職種 施設介護員、訪問介護員、視覚障がい者のガイドヘルパー、デイサービス職員、障がい者訪問介護員 

就職実績 初任者研修コースの就職率 ： 令和４年度  ９６．５ ％  

◆座学訓練場所  

          


